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はじめに 
「市⽴図書館活⽤の⼿引き」（第7版）のご利⽤にあたって 
 

 大阪市立図書館では、子どもの読書環境を豊かにし、子どもたちの生きる力を

育成するため、団体貸出等の資料提供、調べ学習などの資料・情報活用への支援、

おはなし会などの読書普及活動等、学校からのご要望にあわせて連携・協力を行

ってきました。 

学校と市立図書館の連携強化(学校を核とした家庭、地域、市立図書館の連携推

進)は、平成25年3月に策定した「第2次大阪市子ども読書活動推進計画」の重点的取り組みのひとつです。平

成 27年度からは「学校図書館活用推進事業」を実施し、市立小学校・中学校には学校図書館補助員を配置しま

した。市立図書館では、学校との連携を深め、図書館を一層活用していただくために、「市立図書館活用の手引

き」を2年ぶりに改訂しました。この冊子が少しでもお役に立てば幸いです。 

 

★第７版では、利⽤の場⾯ごとに⼤きく４つの章に分けています★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図書館の人に来てほしい！ 

⇒第４章「市立図書館から訪

問します」P.41 

ホームページを活用したい！ 

⇒第１章「ネットで図書館、 

 便利です！」P.3 

市立図書館に出かけたい！ 

⇒第２章「市立図書館に 

出かけませんか？」P.23 

市立図書館の本を 

借りたい！ 

⇒第３章「市立図書館

から本を借りるに

は？」P.32 
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第1章 ネットで図書館、便利です︕  

 

大阪市立図書館ホームページは、蔵書検索や図書館利用案内はもちろん、ブックリストや調べかたガイドな

ど、先生方が活用できるコンテンツがたくさん！ まずは大阪市立図書館ホームページをご覧ください。 

 

⼤阪市⽴図書館 トップページ 

 

 

 

（P.4） 

団体貸出や図書館見学の申込方

法、選書に役立つ図書リストの提

供など、先生方必見のページ！ 
商用データベース 
（P.21） 
校務支援パソコンから利用

できる辞書サイト 

（P.６） 
平成 27年度から始まった学校

図書館補助員の配置等を紹介！ 

 
（P.10） 
10代に向けた図書館利用

案内やおすすめ本紹介など

を掲載！ 

電子書籍（P.18） 
図書館カードがあればいつでも

パソコンから利用可能！ 

こどものページ 
（P.8） 
子ども向け図書館利用案内

のページ！ 

蔵書検索（P.12） 
基本やコツがわかればより

的確な検索が可能！ 

ブックリスト（P.16） 
授業や読み聞かせ、学校図書館の

選書に役立つ各種ブックリスト 
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第1章 ネットで図書館、便利です︕  

１ 学校支援のページ 
 
 
 

どんな 

ページ？ 

 大阪市立図書館が、学校向けに行っている各種サービスの紹介や、学校で活

用できる図書リストなどの資料を掲載しています。 

本書『市立図書館活用の手引き』PDF版も掲載しています。 

 こんなときに 

役立つ！ 

 ★図書館見学や調べ学習で市立図書館を利用するときの手続きを確認したい。 

★団体貸出の申込方法を確認したい。申込用の書式を手に入れたい。 

★読み聞かせや調べ学習、学校図書館の選書に活用できるブックリストが欲し

い。 

★授業の準備に活用できる図書館サービスを知りたい。 

 

 
 
■アドレス http://www.oml.city.osaka.lg.jp/?page_id=875 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

http://www.oml.city.osaka.lg.jp/?page_id=875
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主なコンテンツ 
 
学校支援のご案内 

図書館 活用の手引き（本書のPDF版です） 
校務支援パソコンのデスクトップに保存すればいつでも参照できます！ 

蔵書検索 

蔵書検索のページへジャンプします。図書館の所蔵だけでなく、幅広く情報検索ができます。 

先生のための蔵書検索マニュアル →P.12  

商用データベースのご案内 

新聞記事や辞書・辞典類などの商用データベースが、中央図書館・地域図書館の「多機能ＯＭＬＩＳ
オ ム リ ス

」（利

用者用端末）で利用できます。 

校務支援システムのパソコンから利用できる辞書サイト「JapanKnowledge(ジャパンナレッジ)」もありま

す。 

 校務支援パソコンでのデータベース活用法 →P.21  

電子書籍提供サービスのご案内 

図書館カードとパスワードをお持ちの方なら、学校や自宅のパソコンからいつでも利用できる電子書籍を

提供しています 

 先生のための電子書籍活用マニュアル →P.18  

 

お役立ち資料リストのご案内 

読み聞かせにむく絵本リスト、テーマ別の調べ学習用図書リストなど、普段の授業や読書活動、学校図書

館の選書に役立つ各種リストを掲載しています。 
先生のためのブックリスト活用法 →P.16  

 

『大阪市子どもの読書活動推進連絡会』のご案内 

大阪市では年に 1回、「大阪市子どもの読書活動推進連絡会」を開催し、学校や地域での実践を交流
しています。毎年の報告書を掲載しています。 

 
その他、お役立ちリンクのご案内 

学校図書館活動や子どもの読書活動推進に役立つホームページを紹介し、リンクを掲載しています。 
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第1章 ネットで図書館、便利です︕ 

２ 学校図書館活用推進事業のページ 
 
 
 

どんな 

ページ？ 

 平成 27年度から、学校図書館の蔵書整備や学校図書館補助員の配置を行う

「学校図書館活用推進事業」がスタートしています。 

このページでは、事業の概要や補助員・コーディネーターの紹介、各校での

先進的な取り組みなどを掲載しています。 

 こんなときに 

役立つ！ 

 ★各学校での学校図書館活動、読書推進の取り組み事例が知りたい。 

★学校図書館補助員やコーディネーターのことについて知りたい。 

★学校図書館支援ボランティアについて知りたい。 

★大阪市の学校図書館関係の求人情報を知りたい。 

 

 
 
■アドレス http://www.oml.city.osaka.lg.jp/?page_id=1577 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

http://www.oml.city.osaka.lg.jp/?page_id=1577
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主なコンテンツ 
 
学校図書館 パワーアップ中！ 

学校図書館活用推進事業のご紹介 

学校図書館の蔵書の充実を図る“学校図書館図書整備”と、学校図書館の業務をサポートする “学校図

書館補助員・コーディネーターの配置”を 2本柱とする「学校図書館活用推進事業」が平成 27年度からス

タートしました。その概要を掲載しています。 

さまざまな工夫が…… 

各学校での学校図書館活動、読書推進の取り組み事例を紹介しています。各校ホームページ「学校日記」

に掲載された取り組みへのリンクもあります。各校での活動に参考になるよう、充実させていく予定ですの

で、ご期待ください。 

 

学校図書館の活動に興味がある方へ 

採用情報 

大阪市の学校図書館補助員・コーディネーター等の採用があるときに、募集要綱等を掲載しています。 

ボランティア 

小学校の「学校図書館活性化事業」、中学校の「学校元気アップ地域本部事業」、市立図書館を拠点として

活動する「絵本の会」など、学校図書館や読書活動を支えてくださっているボランティアの活動を紹介して

います。 
 

お役立ちリンク 

学校図書館の本選びに役立つサイト、掲示物や館内装飾のヒントが満載のサイトなど、学校図書館運営に

役立つインターネット上の情報へのリンクを集めました。 
 

 

 

 

学校図書館補助員の配置について 

平成27年10月より、大阪市立の全小中学校に「学校図書館補助員」を配置しています。 

 補助員は、週1回・6時間を原則に巡回し、学校図書館の開館、館内の環境整備、読み聞かせなど読書

推進活動、授業の支援など、各校の状況に合わせて業務にあたっています。 

 また、補助員をサポートする「学校図書館補助員コーディネーター」24名が、また、コーディネーター

を支援する「学校図書館補助員チーフコーディネーター」3名が配置されており、中央図書館・学校図書

館支援グループの専任の司書2名をはじめ、中央図書館・地域図書館が一丸となって、学校図書館や読書

活動の推進を応援します。 
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第1章 ネットで図書館、便利です︕ 

３ こどものページ 
 
 
 

どんな 

ページ？ 

 「こどものページ」は、子ども向けの図書館の利用案内のページです。 

使用する漢字については、原則として小学校２年生までに習う漢字とし、読

みやすく、わかりやすい文章で説明するようにしました。また、「なにワン」「ブ

ッくん」などの図書館のキャラクターを使って、見て楽しいページになるよう

にしました。 

 こんなときに 

役立つ！ 

 ★授業で図書館のしくみについて調べたい。 

★分類（本の分け方）について知りたい。 

★図書館のホームページを使っての蔵書検索を行いたい。 

★図書館見学の事前学習や事後学習を行いたい。 

 

 

■アドレス http://www.oml.city.osaka.lg.jp/?page_id=1413  
 

 

  

http://www.oml.city.osaka.lg.jp/?page_id=1413
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主なコンテンツ 
 
としょかんを つかう 

図書館カードの作り方、貸出期間や貸出冊数、貸出・返却の手続きの方法など、図書館の使い方がわかり

ます。 

 

としょかんクイズ 

「本を かえすのが おくれちゃった。どうなる？」「としょかんに ある 一番 古い 本は、いつごろの 本

かな？」など、子どもたちからよく聞かれる質問を、クイズにまとめました。楽しみながら図書館のことが

わかります。 

 

本を さがす 

本をさがす際に役に立つ情報を紹介しています。 

としょかんの ホームページで さがす 

蔵書検索の方法やうまく検索するための「検索のコツ」について説明しています。 

「こどものページ」の「本をさがす」では、“やさしいにほんご”画面でしらべることができます。 

としょかんに 行って さがす 

子どもたちが図書館に来館した際に役立つように、図書の分類の方法や本の並び方について説明していま

す。 

 

としょかんに 行こう 

各区の図書館と自動車文庫の案内のページです。各区の図書館への行き方や子ども向けの行事の案内など

がのっています。 

 

ぎょうじ 

子ども向けのおすすめの行事をピックアップして紹介しています。 

 

おまけ 

「オムリン」「なにワン」「ブッくん」など、大阪市立図書館のキャラクター紹介のページです。 

 

“やさしいにほんご”について 

日本語を母語としない人や、子ども、学習障害（ＬＤ）の人などにも使いやす

いように、“やさしいにほんご”ページを設置しています。ひらがなや分かち書き、

簡単な単語を使って理解しやすくしています。たとえば蔵書検索では、「検索」を

「さがす」、「フリーワード」を「おもいついたことば」と表示しています。 

このほか、英語、中国語、韓国・朝鮮語の各国語のページ設置や、音声読みあげ、文字拡大、画面の色

の変更が可能であるなど、多くの人が使いやすいよう工夫しています。 

 “やさしいにほんご”ページへの切り替えは、ホームページ右上の「言語切替」からできます。 
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第1章 ネットで図書館、便利です︕ 

4 ティーンズのページ 
 
 
 

どんな 

ページ？ 

 ティーンズ向けの図書館の利用案内のページです。読書離れが指摘されてい

る中・高校生などの年代に、少しでも読書に親しんでもらえるよう、「図書館の

使い方」「催し案内」「りんご通信」「本のリスト」「リンク」「りーディのページ」

「書評漫才グランプリのページ」などの情報を掲載しています。 

 こんなときに 

役立つ！ 

 ★大阪市立図書館が行っているティーンズ向けの催しや図書展示情報を知りた

い。 

★ヤングコーナー担当が月1回発行している本の情報紙『りんご通信』を読み

たい。 

★ティーンズの調べ物や本選び、学校生活などの参考になるウェブサイトを知

りたい。 

★10代のコンビ（またはトリオ）が漫才形式でおすすめ本を紹介する催し「書

評漫才グランプリ」について知りたい。 

 

 

 

■アドレス http://www.oml.city.osaka.lg.jp/?page_id=877 
 

 

  

http://www.oml.city.osaka.lg.jp/?page_id=877
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主なコンテンツ 
 
図書館の使い方 

ティーンズに向けて、図書館の使い方について説明しています。 
 

催し案内 

大阪市立図書館で行われるティーンズ向けの催しものや図書展示をご案内しています。 

 

りんご通信 

中央図書館ヤングコーナー担当が月1回発行している本の情報紙『りんご通信』の最新号やバックナ

ンバーを掲載しています。『りんご通信』では、毎号テーマを設定して、司書が選んだおすすめ本の紹

介をおこなっています。また、毎月開催しているヤングコーナー図書展示の紹介や、ヤングコーナーの

新着図書の案内もしています。 

 

本のリスト 

ティーンズ向けのおすすめ本や学校生活に役立つ本などのリストを掲載しています。 

 

リンク 

大阪市立図書館の職員がティーンズの調べ物や本選び、学校生活などの参考になると考えるウェブサ

イトを、テーマ別に紹介しています。 

 

りーディのページ 

ヤングコーナーのキャラクター「りーディ」について紹介しています。 

 

本をさがす（蔵書検索） 

蔵書検索のページへジャンプします。 

こちらもどうぞ 先生のための蔵書検索マニュアル →P.12  

 

書評漫才（SBR）グランプリのページへのリンク 

10代のコンビ（またはトリオ）が漫才形式でおすすめ本を紹介する催し「書評漫才グランプリ」のペ

ージへジャンプします。 

詳細は 書評漫才グランプリ in OSAKA →P.31  
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第1章 ネットで図書館、便利です︕ 

5 先⽣のための蔵書検索マニュアル 
 

大阪市立図書館のホームページの「蔵書検索画面」について、概説します。 

市立図書館の館内にある「多機能ＯＭＬＩＳ
オ ム リ ス

（利用者用端末）」でも、ほぼ同じ方法で検索できます。 

 

(1) 簡易検索画面で検索する 

検索窓に検索語を入力すると、入力した言葉がキーワード (書名・著者名・出版者名・件名など) に含まれ

るものを、検索することができます。 

① ホームページの 

トップ画面 

 

 

 

② 検索結果一覧 

 

 

 

 

 

 

③ 所蔵一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【検索語入力のときの注意点】 

“むかしのくらし”と、ひらがなのみ、またはカタカナのみで検索すると、『昔の暮らし』『昔のくらし』な

ど、読みが「むかしのくらし」のものを検索します。 

“昔の暮らし”と、漢字混じりで検索すると、表記が『昔の暮らし』と一致するもののみを検索します。『昔

のくらし』『むかしの暮らし』など表記の異なるものは検索されませんので、ご注意ください。 

こちらの検索窓に、さがしたい本に関係するキーワード

（書名、著者名、テーマなど）を入力します。 

状態欄には「貸出中です」や「予約あり」など、本の状態

が表示されます。状態欄が空欄の本は、その時点で貸出され

ていないものです。他の方が利用中でなければ、書棚にあり

ます。 

検索結果一覧の図書のタイトルをクリックすると、その本の

「所蔵一覧」 「目次・あらすじ」 「書誌詳細」が見られます。
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(2) 詳細検索画面で複数検索条件を組み合わせて検索する 

① 詳細検索画面への切り替え 

 

 

 

 

 

 

② 複数の条件を組み合わせて検索する 

詳細検索画面ではキーワードを入力する検索窓が複数になるので、タイトルと著者名など、複数の検索

項目を組み合わせて検索することができます。また、出版年や、資料の利用対象（大人向け／子ども向け）

などを指定して検索することができます。 

（画面は、タイトルに「くらし」の語が入る、子ども向けの図書の検索例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 複数の検索語を組み合わせて検索する 

検索項目「タイトル」の検索窓に、「くらし」と「むかし」の間にスペースを入れて検索すると、タイト

ルに「くらし」と「むかし」の両方が含むものを探すことができます（AND検索）。 

 

 

 

 

 

 

  

「詳細･横断検索」のボタンをクリックすると、詳細検索画面

に切り替わります。 
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(3) フリーワードで検索する 

フリーワードでの検索は、タイトル、著者名、出版社、件名などの項目を一括して検索するので、ヒット件

数が多くなることもあります。 

 

 

 

 

 

 

タイトルを見ただけでは「くらし」も「むかし」も出てこない『保存食の絵本 5 魚介』というタイトルの本

がヒットしています。「書誌詳細画面」を開いてみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  検索語の「くらし」「むかし」は、 

内容紹介・要旨の文中にありました。 

（この解説のなかでは、検索語がどこに 

あるか分かりやすいよう、アミかけで 

強調しています） 
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(4) 検索項目「学習件名」で検索する 

「学習件名」とは、子どもの調べ学習に役立つようにその本の主題（テーマ）を簡潔なことばで表したもの

のことです。学習件名を検索対象にすることで、そのテーマを扱った図書だけを絞り込むことができます。 

「件名」はその図書の主要なテーマを言葉で表したものですが、「学習件名」はそのテーマについて1ページ

以上の記述があれば、主要テーマでなくても付与されます。 

検索項目に「学習件名」を選んで検索すると、ヒット件数が多くなることもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件名 

学習件名 

検索項目は、プルダウンメニューで「フリーワード」、

「タイトル」「著者名」「出版社」「件名」「学習件名」の中

から選ぶことができます。 
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第1章 ネットで図書館、便利です︕ 

6 先生のためのブックリスト活用法 
 

（１）ブックリスト～子どもにすすめる本について 

大阪市立図書館のホームページに、司書が選んだブックリスト「子どもにすすめる本」を公開しています。

(http://www.oml.city.osaka.lg.jp/?page_id=501#_3712) 

子どもが初めて出会う本として 図書館がおすすめする絵本のリストや、職員で構成する子どもの本棚委員

会が選んだおすすめ本の「こどものほんだな」などのリスト等、学校図書館の選書や読み聞かせ等の本選びに

参考となるものです。 

このほか、これまで市立図書館に寄せられた調べ学習用の団体貸出申込の内容から、要望の高いテーマを選

び、市立図書館全館の蔵書の中から、テーマごとに子ども向きの本をリストアップしたものも掲載しています。 

これらのリストのページは、大阪市立図書館の蔵書検索システムと連係しており、出版者や価格、ページ数

といった目録データだけでなく、内容紹介や著者紹介、紹介文などの関連情報を見ることができます。また、

どこの図書館がもっているか、貸出に出ているかどうかといった所蔵･所在情報がリアルタイムで確認できます。

今後、出版される新刊についても､市立図書館で受け入れた児童書のなかで5つのテーマに沿ったものは、随時

ブックリストに収録する予定です。 

主なリストは以下に紹介しています。最新データは上記アドレスからご覧いただけます。エクセル形式など

のリストが必要な場合はお近くの大阪市立図書館にご相談ください。 

 

（２）主なリストの構成 

図書館がおすすめする子どもの本 

■こどものほんだな 

新刊の児童書の中から、大阪市立図書館の「子どもの本棚」委員会が選定し、紹介しています。「絵本・絵

童話」「物語」「詩・随筆・記録」など６つのジャンルに分け、それぞれ対象年齢別にリストとしています。 

■小学生に読み聞かせ 

小学生のグループなどに、初めて絵本の読み聞かせを行ってみようという大人の方のためのリストです。 

■中学生に なに読もう？ 

中学生に絵本の読み聞かせをしてみようという方を対象とした、テーマごとのリストです。 

調べ学習に役立つ本 

■戦争と平和の絵本と物語 

第二次世界大戦をはじめ、歴史の中で世界各地でおこっている紛争や戦争を題材にした絵本と物語。 

■バリアフリーの社会をめざして 

障がい者と共に暮す社会をめざし、働く犬についての本、障がいを理解するための本などを集めています。

■環境を考える本 

もっともよく質問されるテーマに絞ったブックリスト。絵本や物語も、役に立ちそうなものは含めています。 

■世界の人のくらし 

日本以外の世界の国々や地域の暮らしについての本を、地域ごとにリストアップ。 

■日本の伝統文化・くらし 

「年中行事」「伝統芸能」など５つのテーマごとにリストアップ。 

http://www.oml.city.osaka.lg.jp/?page_id=501#_3712
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（３）リストの見かた 

ここでは、「調べ学習に役立つ本」の“バリアフリーの社会をめざして”を例に説明します。 

① 見たいテーマをクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② テーマの中をさらに細分したリストの一覧が表示されるので、見たいリストをクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ タイトル、著者、出版者などのリストが表示される。 

蔵書検索のページを介しますので少し時間がかかります。 

所蔵件数や予約件数も表示されます。所蔵件数を大きく上回る件数の予約がある場合は、借りていただける

までに時間がかかります。予約される際の目安にしてください。 

 

例えば「介助犬」をクリックすると、

介助犬に関する本のリストが表示されま

す。 

ここをクリック 
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第1章 ネットで図書館、便利です︕ 

7 先生のための電子書籍活用マニュアル 
 

大阪市立図書館のホームページから、電子書籍サービスを提供しています。図書館の開館時間にかかわら

ず、学校やご自宅のパソコンからご利用いただけます。また、タイトルや著者・目次の検索に加えて、提供し

ている電子書籍の本文すべてを任意のキーワードで検索し、検索結果から本文を参照することができます。 

このサービスの利用には図書館カード(個人のカード)とパスワードが必要です。 

現在提供している電子書籍は、ビジネス知識の習得・資格取得・語学学習に役立つ本や、様々な分野の専門

事典類、大阪に関する本、日本史の基本的な歴史文献を集めた『国史大系』など約1,600タイトルです。ま

た、約3,500タイトルの著作権フリーの英語図書もご利用いただけます。（2016年3月現在。収録タイトルな

どの詳細はホームページ http://www.oml.city.osaka.lg.jp/?page_id=494 を参照） 

また、OMLINサーチでは、電子書籍本文も含めて一括で検索ができます。 →P.22  

① トップページなどの「電子書籍」リンクをクリックする。 

 

 

 

② 「電子書籍サービスログインページ」が表示されるので、[eBook Collection認証画面］をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 図書館カード番号とパスワードを入力する。 

お手元の図書館カード番号（数字のみ9桁）とパスワードを入力 して、ログインボタンをクリックしてく

ださい。そして、次に表示される、［大阪市立図書館電子書籍］のロゴをクリックしてください。 

(※団体ではなく個人の図書館カードとパスワードの発行が必要です。） 

 

 

  

ここをクリック 

ここをクリック 

図書館カード番号とパスワードを入力

し、「ログイン」をクリック 

そのあと表示される 

「電子書籍」ロゴををクリック 

http://www.oml.city.osaka.lg.jp/?page_id=494
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④ ログインが完了すると、電子書籍の検索・閲覧画面が表示される。 

 検索窓にキーワードを入力して検索ボタンを押すと、大阪市立図書館が提供しているすべての電子書籍の全

文テキストを対象に、キーワードの入った書籍を探しだし、タイトル一覧を表示します。 

 

ここでは、「たつのおとしご」と入力してみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 検索結果一覧が表示されますので、見たいタイトルをクリックします。 

 ここでは、2番目の『新訂原色魚類大図鑑』をクリックします。 

  ☆この画面で「PDF全文」をクリックすると、図書全体をPDF形式で閲覧できます。 
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 選択した電子書籍から、キーワードに関連の高いページがテキスト形式で表示されます。 

 本文を見たい時は「ページを表示」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当該ページが画像情報ととも

に表示されます。前後のページ

への移動、指定ページ番号への

移動もできます。 

 

 

 

 

 

前後のページが表示され、い

ろいろな種類の「たつのおとし

ご」も調べることができます。 

 

 

ここをクリック 

ページ移動 
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第1章 ネットで図書館、便利です︕ 

８ 校務支援パソコンでのデータベース活用法 
 

大阪市立図書館の館内の「多機能ＯＭＬＩＳ
オ ム リ ス

（利用者用端末）」でご利用いただける商用データベース

「JapanKnowledge（ジャパンナレッジ）」が、校務支援ネットワークのパソコンからも利用できます。 

「日本大百科全書(ニッポニカ)」「日本国語大辞典」「国史大辞典」等の辞典・事典類をまとめて検索でき

るほか、「週刊エコノミスト」等の記事もご覧になれます。 
 

  

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

① 校務支援パソコンで「大阪市立図書館ホームページ」を開いて、「蔵書検索」を選択。 

（どのページからも「蔵書検索」にジャンプできます） 

 

 

 

 

  

こんなコンテンツが利⽤できます 

 
地名研究・地域史研究の全成果を集
結した日本歴史地名事典の決定版。
47都道府県＋京都市の15万に及ぶ
地名項目を収録。 

※1 日本歴史地名大系 
 
珠⽟の古典を網羅し、作品背景にも充
実した解説を施す。全88巻。原文・
現代語訳・頭注の全⽂検索が可能。 

※2 新編日本古典文学全集 

[百科] 日本大百科全書、 

Encyclopedia of Japan 等 

[歴史] 国史大辞典、日本歴史地名大系(※1) 等 

[科学] デジタル化学辞典、法則の辞典 等 

[叢書] 東洋文庫、新編日本古典文学全集(※2) 等 

[日本語] デジタル大辞泉、日本国語大辞典、字通 等 

[英語] 小学館ランダムハウス英和大辞典、 

CAMBRIDGE英英辞典 等 

[用語・情報] 情報・知識imidas、現代⽤語の基礎知識 等 

[人名・文化・宗教] 日本人名大辞典、日本人物文献目録 等 
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②「OMLINサーチ」タブを選択し、「辞典・事典」＞「JapanKnowledge」にチェックを入れる。 

この状態でキーワードを入れて検索すると、「JapanKnowledge」の検索結果が一覧されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OMLINサーチとは… 
調べものお役立ちリンク集などでご紹介している有用なサイトや電子書籍（※）、商用データベース

「Japanknowledge」、古文書等の画像など複数のサイトを選んで一度にまとめて検索することができ

る「横断検索」サービスです。 

OSAKA MUNICIPAL LIBRARYの頭文字OMLをデザイン化した大阪市立図書館のキャラクター

OMLIN (オムリン)から名付けた、2014年1月からの新しいサービスです。 

※図書館カード番号とパスワードでログインした状態で「OMLINサ

ーチ」をご利用いただくと、電子書籍が中身(本文)も含めて検索がで

きます。 

７「先生のための電子書籍活用マニュアル」 →P.18 

例えば… 
ログインした状態で、「電子書籍・電子資料など」を開き、

「ebsco-host電子書籍」をチェックして、キーワード「熱中症」で検

索してみると、『体力づくりのためのスポーツ科学』(朝倉書店 

2001)、『室内環境学概論』(東京電機大学出版局 2010)など、熱中症

について書かれた本が見つかります。クリックすると電子書籍サービス

の画面が開きますので、そのまま本文をお読みいただくことができま

す。 

 

【ヒント】「JapanKnowledge」の⻘字をクリックすると、「JapanKnowledge」

トップページに飛び、そこから検索することもできます。 
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第２章 市⽴図書館に出かけませんか︖  

 

見学や職場体験、調べ学習を市立図書館で実施しようとお考えになった場合には、まず、学校のある区の市

立図書館にご連絡ください。 

（例） ・小学校３年生・社会科の「大阪市のようす」での市立図書館の見学 

 ・小学校２年生・生活科の「まちたんけん」での市立図書館の訪問 

 ・市立図書館での職場体験 

 ・総合的な学習の時間などでの調べ学習 

 ・グループ学習で、図書館の仕事や図書館司書という職業についてのインタビューや取材 

 ・「書評漫才グランプリ」など、市立図書館の行事に学校やクラスで参加 

 

共通のお願い（大事なことなので必ずお読みください） 

●図書館へは、できるだけ早いうちに相談・連絡をお願いします 

・見学や職場体験などを計画された時点でご連絡ください。学校のご希望の時期は重なりがちです。ぜひ、早

めにご相談ください。年度当初など、早いうちからのご相談・ご連絡は差し支えありません。正式に決まっ

ていない場合でもお気軽にご相談ください。 

・希望の日程が他の学校と重なった場合は、申込順としています。 

・資料や場所の確保、職員の手配などの関係で、遅くとも１カ月前には実施決定が必要です。本決まりになっ

た時点で「図書館利用申込書」にご記入いただき、ＦＡＸでお送りください。 

「図書館利用申込書」 →P.46  

●受付窓口は「学校のある区の図書館」です。 

・北区の学校は北図書館に、というように、必ずその区の図書館にご連絡ください。 

大阪市立図書館一覧 →P.51  

・連絡は、原則として平日（休館日・祝日を除く）10:00～17:00 にお願いします。 

・学校への貸出や相談を担当する職員が不在の場合は、後日図書館から改めて連絡します。 

・ＦＡＸは24時間受付していますが、対応は翌日以降になる場合があります。 

（参考）休館日 地域図書館： 月曜日（7/21～8/31は開館） 

  第３木曜日（祝日は開館） 

  年末年始、蔵書点検期間 

 中央図書館： 第１・３木曜日（祝日は開館） 

  年末年始、蔵書点検期間 

●その他 

・開館時間中は一般の利用者もおられることにご留意ください。 

・館内では飲食禁止としていますが、水分補給のため水筒を持たせたいなどのご希望はお伝えください。 
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第２章 市⽴図書館に出かけませんか︖ 

１ 図書館⾒学 
 

赤ちゃんからお年寄りまで、幅広い年代の方々に利用される公共図書館は、子どもたちにとって最も身近な

公共施設のひとつです。まずは図書館に親しみを感じてもらえる場となるように、と心がけています。 

 ぜひ、図書館見学にお越しください。 

図書館見学やまちたんけんなどでの来館は、計画の段階で、各区の図書館にご相談ください。希望日程、時

間、人数などを伺ったうえで、具体的な内容を相談させていただきます。 

こちらもご覧ください 市立図書館に出かけませんか？＞共通のお願い →P.23  

 

（１）主な内容 

① 会議室・多目的室で、図書館のことについて司書が説明します。 

スライドや紙芝居などを使ったり、実際のいろいろな資料を見せたりしながらお話をします。 

 図書館の利用のしかた 

 大阪市立図書館の仕組み 

 本の並び方 

 点訳絵本やさわる絵本、大活字本などの紹介 

 本を読むことの楽しさについて  など 

② 閲覧室内の見学をします。 

書庫のある図書館では、ふだんみることのできない書庫の見学ができる場合もあります。 

③ 司書の説明に加えて、絵本の読み聞かせなどを組み合わせることもできます。 

④ 少人数の場合、館内の「ＯＭＬＩＳ
オ ム リ ス

（利用者用端末）」を使って蔵書検索を体験してみることもできます。 

（館内の状況によっては、多目的室などでの説明となる場合もあります） 

 

（２）申込 

所定の書式に記入して、FAXでお送りください。 

「図書館利用申込書」 →P.46  

 

（３）その他 

・見学希望日は、他の学校と重なる場合がありますので、できるだけ複数の候補日をご提示ください。 

・見学当日に本の貸出を希望される場合は、事前の登録が必要です。 

□学校・学年・学級単位で借りたいとき 

団体（施設用）図書館カードが必要です。申込手続きなどを事前にご確認ください。 

□児童生徒個人単位で借りたいとき 

個人の図書館カードが必要です。すでにカードを持っている児童生徒の扱い、保護者の了解や図書館

カード申込書の個人情報の管理など、打合せが必要な事項がありますので、日にちに余裕をもって、

見学先の図書館にご相談ください。 

・区によっては、年度初めに見学希望があるかどうか、図書館から照会しています。 
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第２章 市⽴図書館に出かけませんか︖ 

２ 調べ学習 
 

実際に図書館に出向いて、必要な本を書架から選んだり、館内の「ＯＭＬＩＳ
オ ム リ ス

（利用者用端末）」で本を探し

たりできます。 

 

（１）調べ学習のテーマ設定について 

調べ学習のテーマを決定する際には、先生ご自身がどんな資料が図書館にあるかをまず調べてみてください。

また、当該区の図書館にもご相談ください。 

学習のテーマとして取り上げられることが多い内容であっても、所蔵する資料が少ない、検索が難しいとい

うこともあります。子どもだけでもある程度の成果が得られるテーマ設定ができれば、調べること、見つける

ことの楽しさを感じながら学習を進めることができます。 

 

（２）指導案について 

図書館として適切な支援につなげるため、できれば事前にその単元の指導案を図書館にもお示しください。 

 

（３）「市立図書館で調べてくるように」という宿題を出すときは 

図書館で調べるよう指示された子どもがグループでやってきて、同じテーマの資料についてカウンターで尋

ねることが増えています。 

特に地域図書館では、全体の蔵書冊数が限られており、同じテーマの資料に利用が集中すると、希望通り対

応することができません。また、所蔵している本も、貸出中なら書架で手にすることができません。結果とし

て、せっかく図書館へ来ても思うように調べものができなかったと、がっかりして図書館を後にするというこ

とにつながってしまいます。 

相談担当の司書に尋ねてもらえれば、さがしにくい関連図書から必要な情報を見つけて紹介することも可能

ですが、それでも、全員にいきわたるだけの資料があるとはいえません。 

また、実際は、図書館に来る子ども（又は保護者）が、「○○という宿題が出たのですが本はどこにあります

か？」とカウンターにやってくるので、紹介された本から答えを書き写すだけにとどまることがほとんどです。

カウンターでは、調べかたを示しながら、あるいは調べる面白さを伝えながら、という個別の対応がなかなか

できません。 

子どもたちが市立図書館に来たときにスムーズに調べものを進められるように、調べ学習の宿題を出される

ときの前段として、以下の方法なども検討していただきますようお願いします。 

□授業時間中に、学校のパソコンを使って、必要な資料の探し方、調べ方について学習する。 

□図書館見学で、ＯＭＬＩＳや辞典類などを使って、必要な資料の探し方、調べ方について学習する。 

□先生が事前に図書館で調べ、子どもに資料調査のための手順、検索語や掲載資料、配架場所などについ

て適切なヒントを与えておく。 

なお、子どもに図書館で調べるよう指示される場合は、あらかじめどのような資料が図書館にあるのか把握

していただくなどのご準備をお願いするとともに、できるかぎり事前に当該区の図書館にご相談ください。 

 

  



― 26 ― 

（４）資料探索方法の学習例 

図書館利用スキルや情報探索能力の向上に向けては、例えば次のようなやり方が考えられます。 

 

小学校３・４年生 公共図書館での初歩的な検索を体験する 

（具体的な学習内容） 

・タッチパネルのＯＭＬＩＳ
オ ム リ ス

（利用者用端末）を使って資料を調べる。（タッチパネルだと、画面を触ることで

検索ができ、使いやすい。） 

・百科事典や辞書など、調べもの用の図書の基本的な使い方を知る。 

 

小学校５・６年生～中学生 インターネットによる蔵書検索の事前学習 ～少し高度な検索をやってみる～ 

（具体的な学習内容） 

・ホームページの蔵書検索で、複数のキーワードによる検索や、学習件名による検索を体験する。 

 

図書館内のＯＭＬＩＳは台数が限られており、来館当日に検索方法の紹介や実際にコンピューターを使って

検索するということが困難な場合があります。蔵書検索については、可能ならあらかじめ学校で、ホームペー

ジでの検索方法の事前学習をお願いします。 

なお、「こどものページ」の「本をさがす」では、“やさしいにほんご”画面  →P.9  でしらべることができ

ます。 

同じくホームページで提供している電子書籍サービスでは、辞書などの全文を検索し閲覧することができま

す。 

 

検索でヒットした図書が実際に子どもたちに使いやすいかどうかはさまざまです。大人向けの図書だと内容

や表現が難しすぎるものもあります。一方で、子ども向けの本だけだと物足りないこともあります。テーマに

沿った図書がどのくらいあるかなども含めて、先生と市立図書館が事前に十分な打ち合わせをすることで、学

習のねらいに沿ったかたちで進められると考えています。 

不明な点は各区の図書館へお気軽にご相談ください。 

 

先生のための蔵書検索マニュアル →P.12   先生のための電子書籍活用マニュアル →P.18  も合わせて

ご参照ください。 
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「調べ学習をする皆さんへ」（来館した児童生徒用の注意事項） 

 

調べ
 しら

学習
 がくしゅう

をする皆さん
 みな

へ 
                   大阪

 おおさか

市立
 しりつ

図書館
 としょかん

 
 

 図書館
としょかん

は、大勢
おおぜい

の皆さん
みな

が利用
りよう

する公共
こうきょう

の施設
しせつ

です。マナーを守り
まも

、おたがいに迷惑
めいわく

にならない

よう気
き

をつけましょう。 

◇ 図書館
としょかん

のなかでは静か
しず

に行動
こうどう

しましょう。 

先生
せんせい

や図書館
としょかん

の職員
しょくいん

の言う
い

ことを守り
まも

、騒いだり
さわ

走り回ったり
はし  まわ

しないようにしてください。

 ◇ 閲覧
えつらん

室内
しつない

は飲食
いんしょく

禁止
き ん し

です。 

閲覧室
えつらんしつ

では、物
もの

を食べたり
た

、ジュースを飲んだり
の

しないでください。 

◇ 長時間
ちょうじかん

、座席
ざせき

に荷物
にもつ

を置いた
お

ままにしないでください。 

座席
ざせき

を実際
じっさい

に使用
しよう

しないまま独占
どくせん

することになりますので、必要
ひつよう

な資料
しりょう

を探して
さが

から座席
ざせき

を使用
しよう

するようにしてください。 

◇ 使用
しよう

した本
ほん

は、元の
もと

本棚
ほんだな

に返す
かえ

ようにしてください。  

図書館
としょかん

の本
ほん

は、分類
ぶんるい

にしたがって規則
きそく

どおりに並んで
なら

います。元あった
もと

場所
ばしょ

と違う
ちが

ところに

置く
お

と次
つぎ

に利用
りよう

する人
ひと

が探せなく
さが

なります。必ず
かなら

元あった
もと

場所
ばしょ

に返す
かえ

ようにしてください。

◇ オムリスを利用
りよう

して本
ほん

を探す
さが

ときは、グループで１台
だい

の機械
きかい

を使って
つか

探す
さが

ようにしてください。

オムリスの台数
だいすう

には限り
かぎ

があります。皆
みな

さんがひとり１台
  だい

ずつ使う
つか

と、他
ほか

の利用者
りようしゃ

が

使えなく
つか

なりますので、グループで１台
  だい

使う
つか

ようにしてください。 

◇ カウンターで質問
しつもん

するときは、グループの代表者
だいひょうしゃ

がまとめて質問
しつもん

するようにしてください。 

◇ 書庫
しょこ

にある本
ほん

は古
ふる

い本
ほん

が多
おお

いので、出版年
しゅっぱんねん

などに気
き

をつけ、その本
ほん

でよいか、よく考えて
かんが

申し込む
もう  こ

ようにしてください。   
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第２章 市⽴図書館に出かけませんか︖ 

３ 職場体験学習 
 

実施日程・受入可能人数等について、あらかじめ区の図書館にご相談ください。実施が決定しましたら 1ヶ

月前までにお知らせください。受け入れをする図書館の状況と実施期間に応じて、以下の内容を適切に組み合

わせてプログラムを作成します。 

申込みは、所定の書式に記入して、FAXでお送りください。 

「図書館利用申込書」 →P.46  

 

服装は動きやすいものを着用してください。職場体験の児童・生徒とわかる名札を図書館で用意します。 

「○○中学校職場体験学習中、期間○○～○○」といった内容のポスターを学校でご用意された場合は、利用

者の目につきやすい場所に掲示しますので図書館担当者にお預けください。 

 

プログラム例 

・ 図書館の概要説明、館内見学 

・ 書架整頓、書架戻し、返却ポストの処理、新聞とじ 

・ 現物点検リストによる予約図書探し 

・ 相互貸借本の処理（他館への貸出と袋詰作業。他館からの借受本の処理と連絡票の出力、差込など） 

・ 貸出・返却業務（カウンターでの貸出と返却） 

・ 新刊受入作業（検収、受入れ入力、補助装備） 

・ 寄贈図書の受入作業（検索とデータ入力、装備） 

・ データベース研修 

・ 催しの準備作業、ポスター・チラシなどの作成 

・ おすすめ本紹介カードの作成 

・ その他（館内清掃、催しの見学など） 
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「図書館での職場体験学習にあたって」（生徒向けの注意事項） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページにつづく 

図書館での職場体験学習にあたって（生徒向け） 

 

１. 公共図書館とは？ 

すべての人が、自分が自分らしく生きるために、生活を豊かでうるおいのあ

るものにするために、必要な情報や知識を得る権利を持っています。 

公共図書館は、これを保障するために、そこに暮らす人々の希望やその

地域の実情にあわせて、必要な資料を集め、整理し、保存し、無料で提供

しています。 

さらに、過去から受け継いできたさまざまな資料や、新たに加わっていく資

料を、次の世代に引き継いでいくことも公共図書館の大切な役割です。 

 

２. 公共図書館の仕事－公共図書館が実際にしていること 

① 資料の収集と整理 

    どんな本が出版されているか、どんなことが話題になっているか、こ

れからどんなことが注目されていくかなどを考えて、何をどれだけ集め

るかを決め、その地域に住む人々にとって特に関係の深いものを注意

深く集める。資料を主に種類や内容で分け、それらをまとめて、どんな

ものがあるかわかるよう目録をつくる。また、いつでもそれらを見つける

ことができるよう、置き場所を決める。 
 
② 資料の提供 

    資料を貸し出したり、閲覧できるようにする。そのとき、利用する人の

希望に最も合ったものを提供できるよう、読書相談などに応じる。 

自分の図書館にないものでも、他の図書館から取り寄せたりして希

望の資料を提供する。 

    図書館が身近な場所にないところへは、自動車で本を運んで貸し出

したり（「移動図書館」と呼ぶ）、身体の不自由な人には郵便で貸し出

すなどの方法をとる。目の見えない人には、音声や点字などで、また、

日本語の分からない人には外国語（その人がわかる言葉）の資料を準

備するなどして、だれもが利用できるようにする。 
 
③ 資料の保存 

    現在の資料が後世までつかえるよう、大切に保管する。虫食いや酸

化などの被害から守るため特別な部屋に入れて保存するものもある。 
 
④ レファレンス 

     調べ物には図書館資料に基づいて答え、専門的な内容で図書館

では答えられない事柄などは、それに適したところを紹介する。 



― 30 ― 

 

⑤ その他 

    今話題になっている本や事柄など、世の中の動きを広く紹介するため、い

ろいろな展示を行い、子ども向けの行事や大人の向けの講演会、講座など

を開いて、学習の機会や楽しみの機会を提供する。 

 

３． 職場体験学習にあたって 

①  誰が何を借りたか、どんなことを知りたがっていたかを他人に話さない。 

 

   どんな本を読むか、どんなことに関心があるかなどは、プライバシーの問題。 

  プライバシーの保護は大人ばかりでなく、子どもにもあてはまる。 

  図書館では資料が返却されると同時に、貸出の記録は自動的に消えるしくみにして

いる。また、住所、名前、年齢、電話番号、勤務先などの個人情報は、図書館の仕事

に関係のないことに絶対に使ってはいけないし、他人に教えてもいけない。  
 

② 常に相手の気持ちを想像しながら接すること。 

  

      人は他人に無視されたり、軽く扱われたりした時とても不快に思う。図書館は、資料や

情報の提供を通じて、すべての人びとが自分らしく生きることへの応援をするところです。

ひとりひとりの存在を大切に思うことがこの仕事の基本です。 

 

 

４．職場体験学習のプログラム例 

実施期間や人数に応じていろいろなプログラムを組み合わせて行います。 

  

・図書館の概要説明、館内見学 

・書架整頓、書架戻し、返却ポストの処理、新聞とじ 

・現物点検リストによる予約図書探し 

・相互貸借本の処理（他館への貸出と袋詰作業。他館からの借受本の処理

と連絡票の出力、差込など） 

・貸出・返却業務（カウンターでの貸出と返却） 

・新刊受入作業（検収、受入れ入力、補助装備） 

・寄贈図書の受入作業（検索とデータ入力、装備） 

・データベース研修 

・催しの準備作業、ポスター・チラシなどの作成 

・おすすめ本紹介カードの作成 

・その他（館内清掃、催しの見学など） 
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第２章 市⽴図書館に出かけませんか︖ 

４ インタビュー・取材、書評漫才等 
 

（１）インタビュー・取材 

図書館見学や体験学習以外に、児童・生徒の小グループや個人での、図書館や図書館の仕事について

のインタビュー・取材を受け付けています。ご希望の日時・人数を来館される図書館までご連絡ください。 

あらかじめ質問事項をファックスまたは電話で来館される図書館にご連絡いただければ、速やかな対

応ができます。 

 

申込みは、所定の書式に記入して、FAXでお送りください。 

「図書館利用申込書」 →P.46  

 

（２）書評漫才（SBR）グランプリ in OSAKA 

大阪市立中央図書館では、10代の利用者向けの行事として「書評漫才グランプリ in OSAKA」を、平成

24（2012）年から年１回開催しています。これは、10代のコンビまたはトリオが、３分間で自分達のお

気に入りの本について漫才で紹介し、観客にどれだけその本を読みたい気持ちにさせたかを競うものです。

クラスや図書委員会で、書評漫才に取り組んで、参加してくださる例もあります。 

過去のグランプリの様子や、今年度の開催日・出場エントリーについては、「書評漫才グランプリ」の

ページをご覧ください。開催が決まりましたら、各学校へ開催のおしらせをお送りしています。例年 11

月頃に開催しております。 

書評漫才グランプリのページ アドレス http://www.oml.city.osaka.lg.jp/?page_id=877 

「ティーンズのページ」にも入口があります。「書評漫才グランプリのページへはこちらをクリック」をクリ

ックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他にも、児童・生徒が参加しやすい企画や催しを開催する時は、学校にもお知らせいたします。 

http://www.oml.city.osaka.lg.jp/?page_id=877
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第３章 市⽴図書館から本を借りるには︖  

 

■学校・学年・学級単位での団体貸出 

調べ学習や一斉読書で図書が必要な場合は、まず、学校図書館の資料で対応されるかと思いますが、さらに

多くの幅広い資料をご希望の場合には、市立図書館から学校・学年・学級単位で団体貸出できます。どうぞご

利用ください。 

学校・学年・学級単位での団体貸出 →P.34  をごらんください。 

 

■学校図書館への団体貸出 

学校図書館の充実のために、テーマ展示をしたり、行事を行ったり、もっと多くの資料をそろえたいとお考

えの場合は、学校図書館用の団体図書館カードを作って、市立図書館からの団体貸出をご利用ください。 

学校図書館への団体貸出 →P.37  をごらんください。 

 

 

共通のお願い（大事なことなので必ずお読みください） 

●図書館へは、できるだけ早いうちに相談・連絡をお願いします 

・計画された時点でご連絡ください。学校のご希望の時期は重なりがちです。ぜひ、早めにご相談ください。

年度当初など、早いうちからのご相談・ご連絡は差し支えありません。正式に決まっていない場合でもお気

軽にご相談ください。 

・資料確保の関係で、遅くとも１カ月前までに申し込んでください。 

 

●受付窓口は「学校のある区の図書館」です。 

・北区の学校は北図書館に、というように、必ずその区の図書館にご連絡ください。 

大阪市立図書館一覧 →P.51  

・連絡は、原則として平日（休館日・祝日を除く）10:00～17:00 にお願いします。 

・学校への貸出や相談を担当する職員が不在の場合は、後日図書館から改めて連絡します。 

・ＦＡＸは24時間受付していますが、対応は翌日以降になる場合があります。 

（参考）休館日 地域図書館： 月曜日（7/21～8/31は開館） 

  第３木曜日（祝日は開館） 

  年末年始、蔵書点検期間 

 中央図書館： 第１・３木曜日（祝日は開館） 

  年末年始、蔵書点検期間 
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団体貸出利用案内（施設用） 

 

団体貸出利用案内（施設用） 
 

１．利用できる団体 

大阪市内及び八尾市内に所在する学校、幼稚園、保育所、病院、福祉施設、社会教

育施設。及びこれに類する施設で、施設単位で利用するものであること。 

ただし、学校等は学級、学年、教科単位でも利用できます。 

２．登録の申込み 

｢団体貸出（施設用）申込書｣に必要な事項を記入し、名前と施設に所属することを

確認できる証明(職員証など）を提示して申込みをしてください。 

所属証明がない場合は、担当者の名前と住所を確認できるものをお持ちください。

（１）登録の有効期限は、登録した日の年度末（３月３１日）までです。 

ただし、年度がかわったら（４月１日以降）更新の手続きにより、有効期限を

更新します。 

（２）登録した図書館以外では使えません。 

（３）パスワードの発行はできません。 

３．貸出冊数及び期間 

構成人員１人当たり８冊以内（ただし999冊を超える場合は999冊を限度とする）。

貸出期間は５週間です。 

４．貸出できない資料 

次の資料は原則として貸出できません。 

（１）辞書等の参考図書及び郷土資料 

（２）多数予約が付いている本 

（３）DVD、ビデオテープ、ＣＤ、カセットテープ等の視聴覚資料 

（４）その他、図書館長が適当でないと認めるもの 

５．資料の延長、予約について 

（１）延長（延期・継続貸出)はできません。 

（２）予約はできません。 

６．貸出・返却手続 

貸出手続のためご来館の際は、図書館カードをお持ちください。 

（貸出）貸出を受けるすべての資料について、原則として一括して行ってください。 

（返却）貸出手続を行った図書館の窓口に、原則として一括して返却してください。 

７．運搬 

資料の運搬は、利用者ご自身で行ってください。大阪市立小学校、中学校、市内の

特別支援学校の場合は、学校逓送便を活用できる場合があります。当該区の図書館に

ご相談ください。 

ただし、資料の到着日時は指定できませんので、あらかじめご承知おきください。

８．紛失等 

貸出を受けた資料を紛失又は汚破損したときは、速やかに図書館長に届け出てくだ

さい。この場合、原則として同一資料による弁償をしていただきます。 

 ｢団体貸出申込書（施設用）｣に記載された代表者及び担当者には、以上の各事項につい

て責任を持って履行していただきます。 
2016.4.
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第３章 市⽴図書館から本を借りるには︖ 

１ 学校・学年・学級単位での団体貸出 
 

（１）学校（学年・学級）用の団体（施設）貸出の図書館カードをお作りください。 

「団体貸出申込書」を書いて、貸出を受けたい市立図書館にFAX送信するか、直接ご来館ください。 

・直接来館して申し込む場合は、申込に来られた先生の所属確認（職員証等の提示）または自宅住所の確認

（運転免許証等の提示）をお願いします。学校のFAXから申込書を送信する場合は不要です。 

・申込書に記入する担当者名は、学校図書館補助員ではなく、図書館担当の先生などの教職員としてくださ

い（補助員の勤務は週1回で、市立図書館からの学校への連絡に対応できないことがあるためです）。 

「団体貸出申込書」 →P.47  

「団体貸出申込書」の記入例 →P.35  

 

（２）本を借りる場合は、「図書の貸出依頼票～調べ学習/一斉読書用」をお書きください。 

依頼票は、貸出を受けたい市立図書館にFAX送信するか、直接お持ちください。 

・依頼票に記入する担当者名は、学校図書館補助員ではなく、図書館担当の先生などの教職員としてくださ

い（補助員の勤務は週1回で、市立図書館からの学校への連絡に対応できないことがあるためです）。 

「図書の貸出依頼票～調べ学習/一斉読書用」 →P.48  

「図書の貸出依頼票～調べ学習/一斉読書用」の記入例 →P.36  

 

調べものの本は、授業の進度により、同じような時期に要望が重なりがちです。希望の冊数が用意できなか

ったり、お断りしたりする場合もありますので、お早目にお申し込みください。 
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学校・学年・学級単位で図書館カードを作るときの「団体貸出申込書(施設用)」記入例 

 書式は 「団体貸出利用申込書」 →P.47  
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学校・学年・学級単位で借りたいときの「図書の貸出依頼票～調べ学習／一斉読書用」 記入例 

 書式は 「図書の貸出依頼票～調べ学習／一斉読書用」 →P.48  

  
 

  
 

大阪市立   ○ ○   図書館 宛 

図書の貸出依頼票 ～調べ学習／一斉読書用 

申込日  平成２８ 年 ４ 月 ○○ 日

申込者 

図書館カード 

番号 

＊学校・学年・学級等の図書館カードの番号をお書きください 

４０００１２３４－５ 

学校名 大阪市立○○○小学校 

電話 ９８７６－５４３２ FAX ９８７６－５４３３ 

担当者名 

主担者 2人目以降 

大阪 太郎  

内容・ 

教科など 

内容 ロボットについての本 

学年 ４ 年  学級数 ２ 学級  
児童 

生徒数 ６０ 人  

教科 国語 単元名 ゆめのロボット 

必要冊数 ３０ 冊  
別紙資料リスト 
〇を付ける 

  あり  ・  なし 

図書を用意するうえで配慮が必要な点があればお書きください。 
（ 例 ： グループで数冊使う、［副本］（同じ本が複数冊）があってもよい、等） 

１学級で 6つの班に分かれるので、1つの班に 5冊ずつぐらいほし

い。同じ本が別のグループにあっても構わない。物語は不要。 

必要な期間   ６ 月 ６ 日（月） ～ ６ 月 １６ 日（木） 

＊期間に余裕をもって、１か月前にはお申し込みください。 

図書の 

搬送 

手段 
 

〇を 

付ける 

１ 学校逓送（到着日の指定はできません） 

＊市内の特別支援学校、及び各区の図書館よりおおむね1.5km以上離れている学校を優先します 

（個別事情はご相談ください） 

＊箱単位でお送りしますので、まとまった冊数でご利用ください。 

 

２ 来館  （来館予定日     月    日（   ） 

 Ａ 先生が来館 

 Ｂ その他  （            ）が来館 

＊貸出手続のためご来館の際は、図書館カードをお持ちください。 

（図書館処理欄  受付日            担当者            ） 

大阪市立図書館 2016.4
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第３章 市⽴図書館から本を借りるには︖ 

２ 学校図書館への団体貸出 
 

 「学校図書館活用推進事業」の実施にともない、新たに学校図書館への団体貸出を行うこととしました。学

校図書館の事業や図書展示に活用してください。案内チラシを次ページに掲載しています。 

チラシ「大阪市立小・中学校の学校図書館担当の先生へ」 →P.38  

 

（１）学校図書館用の団体（施設）貸出の図書館カードをお作りください。 

「団体貸出申込書」を書いて、貸出を受けたい市立図書館にFAX送信するか、直接ご来館ください。 

登録手順など、詳しくは 団体貸出利用案内 →P.33  をお読みください。 

・直接来館して申し込む場合は、申込に来られた先生の所属確認（職員証等の提示）または自宅住所の確認

（運転免許証等の提示）をお願いします。学校のFAXから申込書を送信する場合は不要です。 

・申込書に記入する担当者名は、学校図書館補助員ではなく、図書館担当の先生などの教職員としてくださ

い（補助員の勤務は週1回で、市立図書館からの学校への連絡に対応できないことがあるためです）。 

「団体貸出申込書」 →P.47  

「団体貸出申込書」の記入例 →P.39  

 

（２）本を借りる場合は、「図書の貸出依頼票～学校図書館用」ををお書きください。 

依頼票は、貸出を受けたい市立図書館にFAX送信するか、直接お持ちください。 

貸出資料や期間については、団体貸出利用案内 →P.33  をお読みください。 

「図書の貸出依頼票～学校図書館用」 →P.49  

「図書の貸出依頼票～学校図書館用」の記入例 →P.39  

・申込書の担当者名は、学校図書館補助員だけではなく、図書館担当の先生などの教職員も必ず記入してく

ださい（補助員の勤務は週1回で、市立図書館からの学校への連絡に対応できないことがあるためです）。 
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チラシ「大阪市立小中学校の学校図書館担当の先生へ」 
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学校図書館単位で図書館カードを作るときの「団体貸出申込書(施設用)」記入例 

 書式は 「団体貸出利用申込書」 →P.47  
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学校図書館として借りたいときの「図書の貸出依頼票～学校図書館用」 記入例 

 書式は 「図書の貸出依頼票～学校図書館用」 →P.49  

  
 

  
 

 

大阪市立   ○ ○   図書館 宛 

図書の貸出依頼票 ～学校図書館用 

申込日  平成２８ 年 ４ 月 ○○ 日

申込者 

図書館カード 

番号 

＊学校図書館用の図書館カードの番号をお書きください 

４０００１２３４－５ 

学校名 大阪市立○○○中学校 

電話 ９８７６－５４３２ FAX ９８７６－５４３３ 

担当者名 

主担者（教員） 学校図書館補助員 

大阪 太郎  

内容・ 

用途など 

内容 防災関係の本 

用途 
〇を付ける 

１ 学校図書館内で展示をしたい 

２ 学校図書館で行事に使いたい 

３ その他（                      ） 

必要冊数 ３０ 冊  
別紙資料リスト 
〇を付ける 

あり  ・  なし 

図書を用意するうえで配慮が必要な点があればお書きください。 
（ 例 ： ２冊ずつ用意してほしい、低学年向けを○冊含めてほしい、等） 

９月１日の防災の日に学校でも避難訓練をします。写真が多くて、わ

かりやすいものをお願いします。 

必要な期間  ９ 月 １ 日（木） ～ ９ 月 ３０ 日（金） 

＊期間に余裕をもって、１か月前にはお申し込みください。 

図書の 

搬送 

手段 
 

〇を 

付ける 

１ 学校逓送（到着日の指定はできません） 

＊市内の特別支援学校、及び各区の図書館よりおおむね1.5km以上離れている学校を優先します 

（個別事情はご相談ください） 

＊箱単位でお送りしますので、まとまった冊数でご利用ください。 

 

２ 来館  （来館予定日  ８ 月 ３０ 日（火） 

 Ａ 先生が来館 

 Ｂ その他  （            ）が来館 

＊貸出手続のためご来館の際は、図書館カードをお持ちください。 

（図書館処理欄  受付日            担当者            ） 

大阪市立図書館 2016.4
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第４章 市⽴図書館から訪問します  

 

■おはなし会等（児童・生徒向き）のための訪問 

図書の時間や学校おはなし会に司書やボランティアが出向いて、絵本の読み聞かせやおはなし、ブックトー

クなどを実施します。計画された時点で、学校のある区の市立図書館にご連絡ください。 

おはなし会等（児童・生徒向き）のための訪問 →P.42  をごらんください。 

 

■研修会や講演会等（大人向け）のための訪問 

保護者や教職員、ボランティアを対象に、「子どもの本の選び方」等についての講師派遣を行っています。計

画された時点で、学校のある区の市立図書館にご連絡ください（２カ月前程度の余裕が必要です）。 

研修会や講演会等（大人向き）のための訪問 →P.44  をごらんください。 

 

■学校図書館整備支援のための訪問・相談や図書館主任会への参加等 

学校図書館の運営や図書館内のレイアウト、本の選び方など、読書環境の整備に向けた相談を、市立図書館

の司書がお受けしています。お気軽に、学校のある区の市立図書館にご連絡ください。 

学校図書館整備支援のための訪問・相談や図書館主任会等のための訪問 →P.44  をごらんください。 

 

 

共通のお願い（大事なことなので必ずお読みください） 

●申し込みはすべて「講師派遣依頼書」に記入して、ＦＡＸでお送りください。 

  「講師派遣依頼書」→P.50  

●受付窓口は「学校のある区の図書館」です。 

・北区の学校は北図書館に、というように、必ずその区の図書館にご連絡ください。 

大阪市立図書館一覧 →P.51  

・連絡は、原則として平日（休館日・祝日を除く）10:00～17:00 にお願いします。 

・学校への貸出や相談を担当する職員が不在の場合は、後日図書館から改めて連絡します。 

・ＦＡＸは24時間受付していますが、対応は翌日以降になる場合があります。 

（参考）休館日 地域図書館： 月曜日（7/21～8/31は開館） 

  第３木曜日（祝日は開館） 

  年末年始、蔵書点検期間 

 中央図書館： 第１・３木曜日（祝日は開館） 

  年末年始、蔵書点検期間 

 



 
― 42 ― 

第４章 市⽴図書館から訪問します 

１ おはなし会等（児童・生徒向き）のための訪問 
 

司書やボランティアが出向いて、図書の時間や学校おはなし会で絵本の読み聞かせやおはなし、ブックトー

クなどを実施します。小学生に限らず、中学生や高校生でも絵本の読み聞かせは楽しめます。状況に応じたプ

ログラムをご提案します。 

また、職業講話や図書館の使い方、資料検索についてのお話をするほか、なお一層読書に興味を持ってもら

うための当館独自の企画である「書評漫才グランプリ」 P.31  の紹介やワークショップなども行います。 

日程の調整が必要ですので、計画された時点で、各区の市立図書館にご相談ください。 

 

学校おはなし会 プログラム例 ～絵本の読み聞かせ中心のおはなし会～ 
 

あくまで例です。実際におはなし会を実施する際には、おはなし会のテーマや方法等、事前に打ち合わ

せを行った上でプログラムを決定することになります。 

 

小学校低学年向け 

【１】 

えほん 

「おだんごスープ」角野栄子作 偕成社 
「なにをたべてきたの」岸田衿子作 佼成出版社 
ブックトーク テーマ：空をみあげて 

「雲のてんらん会」いせひでこ作 講談社 
「お月さまってどんなあじ」 
ミヒャエル・グレイニュク作 セーラー出版 

「うそつきのつき」内田麟太郎作 文渓堂 
「ぽんぽん山の月」あまんきみこ作 文研出版 
「うさぎのさいばん」キム・セシル作 少年写真新聞社 

＊＊＊ 

【２】 

パネルシアター 「十二支のはじまり」  
ブックトーク テーマ：来年は何どし？ 
「十二支のはじまり」 長谷川摂子作 岩波書店 
「こいぬがうまれるよ」 

ジョアンナ・コール作 福音館書店 
「あしなが」 あきやまただし作 講談社 
「しっぽのぽ」バルベリス作 アスカコーポレーション 
「しっぽのはたらき」 川田健作 福音館書店 
「にゃーご」 宮西達也作 鈴木出版 
おはなし「すてきなクリスマスツリー」  

『おはなしだいすき』より 新読書社 

＊＊＊ 

 

 

【３】 

おはなし 「ロバの耳はなぜながい」  
えほん 

「ねずみくんのしりとり」 なかえよしを作 ポプラ社 
「しりとりのだいすきなおうさま」 

中村翔子作 すずき出版 
パネルシアター 

「あいうえ王さま」『アイウエ王とカキクケ公』より 
三芳悌吉作 童心社 

えほんのしょうかい 

「どうぶつはやくちあいうえお」 
きしだえりこ作 のら書房 

「お江戸はやくちことば」 
杉山亮作 河合楽器製作所出版事業部 

「ころころラッコこラッコだっこ」石津ちひろ ＢＬ出版 

＊＊＊ 

【４】 

えほん 

「キャベツくん」 長新太作 文研出版 
「おだんごぱん」 ロシア民話 福音館書店 
おはなし「うさぎとひきのもち争い」 
『子どもに語る日本の昔話３』より こぐま社 

紙芝居「にじになったきつね」 童心社 

えほん 

「もけらもけら」やましたようすけ作 福音館書店 
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小学校中学年向け 

【１】 

えほん 「わたし」 谷川俊太郎作 福音館書店 

おはなし 

「ロバの耳はなぜ長い」 
 『世界むかし話 14 南欧』より ほるぷ出版 
ブックトーク テーマ：飛ぶ？飛ぶ。飛ぶ！ 
「とびひ」         井上洋介作 学研 
「たねのゆくえ」    埴沙萠作 あかね書房 
「スズメぼうし」  たつみや章作 あかね書房 
「ふしぎなたいこ」 いしいももこ作 岩波書店 
「おばあさんの飛行機」 小林実作 福音館書店 

＊＊＊ 

【２】 

おはなし組み木 

「三びきのやぎのがらがらどん」 北欧民話 
おはなし 

「おおかみと七ひきのこやぎ」  

『子どもに語るグリムの昔話』より こぐま社 
えほん「あらまっ！」 ケイト・ラム作 小学館 
「ふくろうのそめものや」山口マオ作 すずき出版 
おはなし「ロバの耳はなぜ長い」 

『世界むかし話 南欧編』より ほるぷ出版                      

＊＊＊ 

【３】 

詩 「のはらうた」 くどうなおこ作 童話屋 

えほん 「あめだま」新美南吉作 にっけん教育出版 
ことばあそび 

「ことばのこばこ」 和田誠 作 瑞雲社 
おはなし 

「はなたれこぞうさま」川村たかし作 教育画劇 
 
小学校高学年向け 

【１】 

おはなし 

「浦島太郎」『子どもに語る日本昔話 5』 こぐま社 
ブックトーク テーマ：「テディベアズ・デー」 
「ふるびたくま」クレイ・カーミッシェル作 BL出版 
「ポーラー」 

デイジー・C・S・スペドゥン作 リブリオ出版 
「人はクマと友だちになれるか？」太田京子作 岩崎書店 
「クマは「クマッ」となく？！」熊谷さとし作 偕成社 

「クマよ」 星野道夫作 福音館書店 

＊＊＊ 

【２】 

絵本 「秋」 五味太郎作 絵本館 
おはなし 

「馬方やまんば」『日本の昔話５』より 
小沢俊夫再話 福音館書店 

ブックトーク テーマ：チョコレート 
「チョコレートのひみつ」 田村滋作 学研 
「魔法使いのチョコレートケーキ」 
マーガレット・マーヒー作 福音館書店 

「チョコレート工場の秘密」 
ロアルド・ダール作 評論社 

「こねこのチョコレート」  
Ｂ．Ｋ．ウィルソン作  こぐま社 

 
中学生向け 

【１】 

おはなし 

「明かりをくれ！」 
『おはなしのろうそく 30』より 東京子ども図書館 

「あくびがでるほどおもしろい話」  
『おはなしのろうそく 5』より 東京子ども図書館 

「旅人馬」『子どもに語る日本の昔話 2』より こぐま社 
絵本「ぜつぼうの濁点」  

原田宗典作 柚木沙弥郎 絵 教育画劇 
「旅する蝶」 新宮 晋作 文化出版局 

＊＊＊ 

【２】 

絵本「しりとりあそび ちゃいろ」  
星川ひろ子・星川治雄 著 小学館 

おはなし 

「かにむかし」『わらしべ長者』より 
 木下順二作 岩波書店 

「びんぼうこびと」 
『おはなしのろうそく 26』より 東京子ども図書館 

絵本 

「ペレのあたらしいふく」エルサ・ベスコフ著・絵 
ロバート・グロスマン絵 おのでらゆりこ訳 小学館 

「ぼちぼちいこか」 
マイク・セイラー著 いまえよしとも訳 偕成社 
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第４章 市⽴図書館から訪問します 

２ 研修会や講演会等（大人向き）のための訪問 
 

教職員、ＰＴＡ、ボランティア等、大人を対象に、読書の推進や子どもの本の選び方等についての講師派遣

を行っています。計画された時点で、学校のある区の市立図書館にご連絡ください。（日程調整などのため、２

カ月前程度の余裕が必要です。） 

また、学校図書館支援ボランティア・教職員向けに、学校図書館の運営に関する入門講座・ステップアップ

講座等（「ボランティア活動を始めるにあたって」「図書の修理・整理」「読み聞かせ」などの内容）を実施して

います（実施のたびに各校に案内を送付します）が、同様の内容で各校を会場に実施することもできます。ぜ

ひお気軽にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

第４章 市⽴図書館から訪問します 

３ 学校図書館整備支援のための訪問・相談や図書館主任会への参加等 
 

学校図書館の運営に関すること（図書館のレイアウトや配架の工夫、図書の整理・修理、活用方策など）の

相談もお受けしています。学校図書館補助員、学校図書館補助員コーディネーターとともに支援を行います。

学校図書館支援ボランティア・学校元気アップ地域本部ボランティアによる学校図書館・読書活動へのアドバ

イス等も行います。 

お気軽に、学校のある区の市立図書館にご連絡ください。 

区図書館主任会など、区単位で図書館や読書関係の会議を開催されるときはぜひご相談ください。会議への

司書のオブザーバー参加や、前掲２「研修会や講演会等（大人向き）のための訪問」を活用した担当教職員研

修の実施などもご検討ください。 
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第５章 書式集  

 

 

この冊子からコピーするか、ホームページからプリントアウトしてお使いください。 

 

 

 

 

図書館利用申込書（児童・生徒の直接来館） ······························ 46 
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図書の貸出依頼票～調べ学習/一斉読書用 ································· 48 

図書の貸出依頼票～学校図書館用 ········································ 49 

講師派遣依頼書 ························································ 50 
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大阪市立          図書館 宛 

図書館利用申込書 

（児童生徒が来館して利用する際の申込） 

申込日      年    月    日 

申込者 

学校名 
 

電話  FAX  

担当者名                   （補職：          ） 

学年・ 

人数等        年生  計     人 （学級数：     学級） 

希望日時 

第１希望      月    日（    ）     時   分～    時   分 

第２希望      月    日（    ）     時   分～    時   分 

内容 
 

〇を 

つける 

（  ）図書館見学 

（  ）調べ学習 

（  ）職場体験 

（  ）その他（具体的に                          ） 

教科等 

 教科名              単元名                   

どのような支援が必要ですか 〇を付ける 

（  ）見学の案内 

（  ）図書館の利用方法についての説明 

（  ）検索方法についての説明 

（  ）その他（具体的に                          ） 

希望や、配慮が必要な点があればお書きください。 

下見 
 

〇を 

つける 

（  ）予定あり （     月   日頃を希望 ・ 日程は未定  ） 

（  ）なし 

（図書館処理欄  受付日            担当者            ） 

大阪市立図書館 2016.4 
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団体貸出申込書（施設用） 
カード番号              － 

旧カード 
(再発行時)              － 

申込日      年    月    日 

＊この申込書は、年度ごとの提出が必要です。 

＊個人情報は目的外には使用しません。 

ふりがな  構成人員 

団体名   名 

団体所在地 

〒（     －      ） 

電話番号  

FAX番号  

ふりがな  

代表者名 

 

担
当
者 

ふりがな 
(主担者) (2人目以降) 

名前 
  

※所属確認できるものをお持ちでない場合は、主担者の住所をこの欄にお書きください。 

〒（     －      ） 

ここから下は書かないでください（図書館使用欄）※受付時に二重枠内をもれなく記入のこと 

受付者 （         ） 

登録区分  □新規    □修正    □再登録    □再発行    □更新 

確認書類  □所属証明 （ 職員証 、                 ） 

      □名前・住所確認 （ 健康保険証 、 運転免許証 、          ） 

入力者 （         ） 
摘要 

大阪市立図書館 2016.4 
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大阪市立          図書館 宛 

図書の貸出依頼票 ～調べ学習／一斉読書用 

申込日      年    月    日 

申込者 

図書館カード 

番号 

＊学校・学年・学級等の図書館カードの番号をお書きください 

 

学校名  

電話  FAX  

担当者名 

主担者 2人目以降 

  

内容・ 

教科など 

内容  

学年 年  学級数 学級  
児童 

生徒数 
人  

教科  単元名  

必要冊数 冊  
別紙資料リスト 
〇を付ける 

  あり  ・  なし 

図書を用意するうえで配慮が必要な点があればお書きください。 
（ 例 ： グループで数冊使う、［副本］（同じ本が複数冊）があってもよい、等） 

 

必要な期間 
     月    日（  ） ～     月    日（  ） 

＊期間に余裕をもって、１か月前にはお申し込みください。 

図書の 

搬送 

手段 
 

〇を 

付ける 

１ 学校逓送（到着日の指定はできません） 

＊市内の特別支援学校、及び各区の図書館よりおおむね1.5km以上離れている学校を優先します 

（個別事情はご相談ください） 

＊箱単位でお送りしますので、まとまった冊数でご利用ください。 

 

２ 来館  （来館予定日     月    日（   ） 

 Ａ 先生が来館 

 Ｂ その他  （            ）が来館 

＊貸出手続のためご来館の際は、図書館カードをお持ちください。 

（図書館処理欄  受付日            担当者            ） 

大阪市立図書館 2016.4 
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大阪市立          図書館 宛 

図書の貸出依頼票 ～学校図書館用 

申込日      年    月    日 

申込者 

図書館カード 

番号 

＊学校図書館用の図書館カードの番号をお書きください 

 

学校名  

電話  FAX  

担当者名 

主担者（教員） 学校図書館補助員 

  

内容・ 

用途など 

内容  

用途 
〇を付ける 

１ 学校図書館内で展示をしたい 

２ 学校図書館で行事に使いたい 

３ その他（                      ） 

必要冊数 冊  
別紙資料リスト 
〇を付ける 

あり  ・  なし 

図書を用意するうえで配慮が必要な点があればお書きください。 
（ 例 ： ２冊ずつ用意してほしい、低学年向けを○冊含めてほしい、等） 

 

必要な期間 
     月    日（  ） ～     月    日（  ） 

＊期間に余裕をもって、１か月前にはお申し込みください。 

図書の 

搬送 

手段 
 

〇を 

付ける 

１ 学校逓送（到着日の指定はできません） 

＊市内の特別支援学校、及び各区の図書館よりおおむね1.5km以上離れている学校を優先します 

（個別事情はご相談ください） 

＊箱単位でお送りしますので、まとまった冊数でご利用ください。 

 

２ 来館  （来館予定日     月    日（   ） 

 Ａ 先生が来館 

 Ｂ その他  （            ）が来館 

＊貸出手続のためご来館の際は、図書館カードをお持ちください。 

（図書館処理欄  受付日            担当者            ） 

大阪市立図書館 2016.4 
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大阪市立          図書館 宛 

講師派遣依頼書 

申込日      年    月    日 

申込者 

学校名 
 

電話  FAX  

担当者名                   （補職：          ） 

希望日時 

＊３回以上の複数回にわたる希望は、欄外余白に書き足してください。 

＊候補日が複数あれば、第１希望、第２希望と記してください。 

        年    月    日    時限目（   時   分～    時   分） 

        年    月    日    時限目（   時   分～    時   分） 

内容 
 

〇を 

つける 

（  ）児童生徒向けのおはなし会等 

    （ 読み聞かせ ・ ストーリーテリング ・ ブックトーク ・ 他         ） 

（  ）児童生徒向けの職業講話等（具体的に                 ） 

（  ）ＰＴＡを対象とした子どもの読書活動についての講座 

（  ）学校で活動するボランティアを対象とした講座 

（  ）学校図書館整備についての支援・相談 

（  ）図書館主任会等への参加 

（  ）その他（具体的に                          ） 

会場 
〇で 

囲む 
  講堂・体育館   多目的室   会議室   教室（           ） 

対象者 
 

〇を 

つける 

（  ）児童・生徒 

        年生 計    学級  計    人 

＊学級単位等で実施する場合は、各学級の人数など詳しい内訳を「その他」にお書きいただくか、別紙をつけて

ください。 

（  ）大人 

   （ 教職員 ・ ＰＴＡ ・ ボランティア ・ 他         ） 

    計    人 

その他 

希望や、配慮が必要な点があればお書きください。 

（図書館処理欄  受付日            担当者            ） 

大阪市立図書館 2016.4 
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大阪市立図書館一覧 

 

図書館名 電話番号 ファックス 住所 

中 央 図書館 

図書の貸出については 

06-6539-3321 

学校図書館については 

06-6539-3307 

見学・職業体験等 

その他は 

06-6539-3326 

06-6539-3336 〒550-0014 大阪市西区北堀江4-3-2 

北  図書館 06-6375-0410 06-6371-3177 〒531-0074 大阪市北区本庄東3-8-2 

都 島 図書館 06-6354-3229 06-6354-7822 〒534-0027 大阪市都島区中野町2-16-25 

福 島 図書館 06-6468-2336 06-6468-5191 〒553-0006 大阪市福島区吉野3-17-23 

此 花 図書館 06-6463-3463 06-6463-9688 〒554-0014 大阪市此花区四貫島1-1-18 

島之内 図書館 06-6211-3645 06-6212-5449 〒542-0082 大阪市中央区島之内2-12-31 

港  図書館 06-6576-2346 06-6571-7915 〒552-0007 大阪市港区弁天2-1-5 

大 正 図書館 06-6552-1116 06-6551-9362 〒551-0003 大阪市大正区千島2-6-15 

天王寺 図書館 06-6771-2840 06-6771-3801 〒543-0037 大阪市天王寺区上之宮町4-47 

浪 速 図書館 06-6632-4946 06-6632-4973 〒556-0015 大阪市浪速区敷津西1-5-23 

西淀川 図書館 06-6474-7900 06-6477-0463 〒555-0012 大阪市西淀川区御幣島1-2-10 

淀 川 図書館 06-6305-2346 06-6305-9129 〒532-0025 大阪市淀川区新北野1-10-14 

東淀川 図書館 06-6323-5476 06-6323-1738 〒533-0023 大阪市東淀川区東淡路1-4-53 

東 成 図書館 06-6972-0727 06-6972-0278 〒537-0014 大阪市東成区大今里西3-2-17 

生 野 図書館 06-6717-2381 06-6717-3119 〒544-0021 大阪市生野区勝山南4-7-11 

旭  図書館 06-6955-0307 06-6955-0287 〒535-0003 大阪市旭区中宮1-11-14 

城 東 図書館 06-6933-0350 06-6933-0351 〒536-0005 大阪市城東区中央3-5-45 

鶴 見 図書館 06-6913-0772 06-6913-3975 〒538-0052 大阪市鶴見区横堤5-3-15 

阿倍野 図書館 06-6656-1009 06-6656-1043 〒545-0052 大阪市阿倍野区阿倍野筋4-19-118 

住之江 図書館 06-6683-2788 06-6683-8840 〒559-0015 大阪市住之江区南加賀屋3-1-20 

住 吉 図書館 06-6606-4946 06-6606-6987 〒558-0041 大阪市住吉区南住吉3-15-57 

東住吉 図書館 06-6699-7000 06-6699-3222 〒546-0032 大阪市東住吉区東田辺2-11-28 

平 野 図書館 06-6793-0881 06-6791-5038 〒547-0043 大阪市平野区平野東1-8-2 

西 成 図書館 06-6659-2346 06-6659-8599 〒557-0041 大阪市西成区岸里1-1-50 
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